
日 時：令和４年１２月６日（火）１０：３０～１７：００
場 所：香川県森林センター実習室、林道山脇線 ほか
参加者：林業関係部署の若手県職員６名（一般事務職２名、林業職４名）
主 催：香川県森林センター

若手職員研修③を開催しました

①【座学】地図情報の読み方 ②【座学】森林調査に用いる道具 ③【座学】森林土木で用いる道具

④【見学】治山施設 ⑤【見学】林内路網 ⑥【実習】立木調査（胸高直径）

（香川県森林センター 林業普及指導員）

⑦【実習】立木調査（樹高） ⑧【実習】地図から地形を読む ⑨みどり整備課長との意見交換
（１２月２０日に県庁で実施）

ベテラン林業職員を講師に招き、森林計測と森林内路網について研修しました。
午前中は「森林簿の見方」「地図の見方」「業務に用いる道具」について学び、午後は

森林センターの敷地にある治山ダムを見学した後、「林道山脇線」「琴南財田5-1号線」
「県行造林作業道」を見学し、立木調査の実習をおこないました。
後日、実施したみどり整備課長との意見交換では、県職員としての心構えや林業職の醍

醐味についてお話を伺うことができました。
普段あまり接する機会がない経験豊富なお二人から、熱意あふれる講義を受けることが

できた経験は、今後の業務に生かされることでしょう。


